
にんちしょう

認知症ってなあに？

鰺ヶ沢町認知症キャラバン・メイト

●認知症サポーター100万人キャラバン●
認知症サポーター養成講座



一方的に話す講義だけでは、退屈してしまう
と思ったので、ありきたりではありますが、
まずは質問やクイズに答えてもらいました。

小学４年生を対象に、体育館で行いました。



具体的な説明の後に、その単元のポイントを標語風にまとめた
ものを、みんなで声を合わせて読んでもらいました。



にんちしょう

認知症になるとおこること

中核症状

●計画を立てられない、計画通りにできない

●おぼえられない、わすれてしまう
●いま何日、ここはどこ、あなたはだれ？
●考えるスピードがおそくなる
●新しい機械が使えなくなる



「記憶のツボ」についてスライドで説明すると
同時にキャラバン・メイトと認知症サポーター
が実演しました。

このオレンジ色の袋が「記憶のツボ」
です。

メイトやサポーターが
イソギンチャクの手です。

白い球が情報の粒
です。



①若い時は、活発にいろんな情報を集
めて、どんどんツボに入れていきます。

②歳を取るにつれて、情報を集めるの
に時間が掛かるようになります。

③認知症になると、イソギンチャクの
手の働きが悪くなります。

④袋がしぼんで、中に入っていた白い
球がポロポロとこぼれ落ちていきます。



ロールプレイング１
：通学のためのバスを待っている時に声を掛けられたら…

「今、〇時だよ。」
「ここは〇〇（地区）だよ。」
何回同じことを聞かれても、優しく答えます。



にんちしょう

認知症になるとおこること

行動・心理症状

●元気がなくなる
●「物をとられた」と思いこむ

●当たり前のことがむずかしくなる



ロールプレイング２
：財布をどこに置いたか分からなくなっちゃった…

「あの辺にいつも置いてたよ。」
「棚の上にないかな？」
自分が見つけて手渡すのではなく、ヒントを伝えたり、
一緒に近くまで行ったりします。



小学生養成講座副読本にそって、15このポイントにまとめました。

①高齢者について ②認知症の原因について

③中核症状について

④行動・心理症状について

⑤認知症サポーターの役割について

⑥認知症サポーターについて



講義の中で復唱した１５このポイントをカルタにして、３対３でカルタ大会です。

６つのグループそれぞれにメイトや
サポーターが補助としてつきました。

絵札を6組、
読み札を1組作成し、
一斉にスタートです。



取った枚数が少なくても、ボーナス点で逆転‼
ということも多くみられました。

終わった後は集計します。

取った枚数だけでなく、
各単元のカルタを全部
集めれば、ボーナス点
が入ります。

思った以上に白熱！



ご覧いただきありがとうございました。


